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警 備 課

■ 南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と
関連するかどうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合

■ 観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

引用元：
内閣府
気象庁資料
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調査中
観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査

を開始した場合、または調査を継続している場合

巨大地震
警戒

南海トラフ沿いの想定震源域内のプレートにおいてM8.0以上の地震が発生した
と評価した場合

巨大地震
注意

● 南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界においてM7.0以上、M8.0未満
の地震が発生したと評価した場合

● 想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側50㎞程度までの範
囲でM7.0以上の地震が発生したと評価した場合

● ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、短い期間にプレート境界固着状態
が明らかに変化しているような、通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合

調査終了 巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

○ 南海トラフの想定震源域またはその周辺でM6.8以上の地震が発生
○ 南海トラフの想定震源域のプレート境界面で通常とは異なるゆっくりすべりが発生

地震発生から
５分～30分後

気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

地震発生から
最短２時間後

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

最短
２時間程度

１週間

巨大地震警戒対応
● 日頃からの備えを再確認
● 地震発生後の避難では間に
合わない可能性のある要配慮
者は避難、それ以外の者は、
避難の準備を整え、個々の状
況に応じて自主的に避難

● 地震発生後の避難で明らか
に避難が完了できない地域の
住民は避難

巨大地震注意対応
日頃からの備えを再確認する

等（必要に応じて自主的に避難）

大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではないことに留
意しつつ、地震の発生に注意し
ながら通常の生活を行う

巨大地震注意対応
日頃からの備えを再確認する

等（必要に応じて自主的に避難）

● つねに家族の所在場所を把握
● 非常用袋やヘルメットなどを
玄関に用意しておく
● 寝るときは枕元にはきなれた
靴を置いておく

大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではないことに留
意しつつ、地震の発生に注意し
ながら通常の生活を行う

大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではないことに留
意しつつ、地震の発生に注意し
ながら通常の生活を行う

２週間

大規模地震
発生まで

南海トラフ地震臨時情報は、必ず大きな地震が発生するというものでは
なく、これまで以上に発生する可能性が高まっているという情報です。
そのため、正しく情報を理解し、適切に備えることが重要です。


